
ラ イ フ サ イ ク ル ア セ ス メ ン ト （ L C A ） を
活 用 し て 、 持 続可能な未来 を 目 指 そ う
ラ イ フ サ イ ク ル ア セ ス メ ン ト （ L C A ） を
活 用 し て 、 持 続可能な未来 を 目 指 そ う

会 場 ：

申 込 み ： チ ケ ッ ト か な が わ に て  6 月 1 日 よ り 受 付 開 始

定 員 ： 4 0 名 （ 先 着 順 ） 参 加 費 ： 1 , 0 0 0 円

対 象 ： 舞 台 芸 術 に 携 わ る す べ て の 方 ・ 舞 台 芸 術 に 関 心 を 持 つ す べ て の 方

2 0 2 5 年 6 月 2 1 日 ( 土 )  1 3 時 - 1 6 時

グリーンシアター・
ワークショップ
グリーンシアター・
ワークショップ

助成：文化庁文化芸術振興費補助金（劇場・音楽堂等機能強化推進事業）

　　　独立行政法人日本芸術文化振興会

お問合せ：神奈川芸術文化財団 社会連携ポータル課

電話：045-222-0553 メール： renkei@kanagawa-af.org

KAAT人材育成プログラム
第3回
KAAT人材育成プログラム
第3回

第 １ 部 セ ミ ナ ー第 １ 部 セ ミ ナ ー

    L C A の 概 念 ・ 基 礎 説 明 ： 環 境 影 響 を 数 値 化 か ら 見 え る 化 す る 手 法L C A の 概 念 ・ 基 礎 説 明 ： 環 境 影 響 を 数 値 化 か ら 見 え る 化 す る 手 法

第 ２ 部 ワ ー ク シ ョ ッ プ第 ２ 部 ワ ー ク シ ョ ッ プ

　 舞 台 芸 術 を 題 材 と し た 実 践 ： L C A デ ザ イ ン 思 考 か ら の 持 続 可 能 な 選 択　 舞 台 芸 術 を 題 材 と し た 実 践 ： L C A デ ザ イ ン 思 考 か ら の 持 続 可 能 な 選 択

専門人材育成講座

講 師 ： 田 中 晶 子

     （ L C A 学 会 企 画 委 員 、 S u M P O 認 定 L C A エ キ ス パ ー ト )

フ ァ シ リ テ ー タ ー ：

 　 　  大 島 広 子 （ 一 般 社 団 法 人 I m a g e  N a t i o n  G r e e n ）

　 　   鈴 木 奈 津 子 （ 一 般 社 団 法 人 I m a g e  N a t i o n  G r e e n ）

 　 　  堀 内 真 人 （ K A A T 神 奈 川 芸 術 劇 場 支 配 人 ）

詳 細 ・ お 申 込 み

ラ イ フ サ イ ク ル ア セ ス メ ン ト と は 、 製 品 や サ ー ビ ス の 原 料 採 取 か ら 、ラ イ フ サ イ ク ル ア セ ス メ ン ト と は 、 製 品 や サ ー ビ ス の 原 料 採 取 か ら 、

廃 棄 ・ リ サ イ ク ル ま で の 全 工 程 で 発 生 す る 環 境 負 荷 を 数 値 で 定 量 評 価 し 、廃 棄 ・ リ サ イ ク ル ま で の 全 工 程 で 発 生 す る 環 境 負 荷 を 数 値 で 定 量 評 価 し 、

「 見 え る 化 」 す る 手 法 。 環 境 に 配 慮 し た 製 品 開 発 や 改 善 に 活 用 さ れ て い ま す 。「 見 え る 化 」 す る 手 法 。 環 境 に 配 慮 し た 製 品 開 発 や 改 善 に 活 用 さ れ て い ま す 。


